
【参考資料２-１】

■余市町域の公共交通におけるの課題と目指すべき方向性

（１）町内公共交通の課題

【公共交通空白地域の解消】

・余市町の公共交通は、幹線バス 54 路線と高速バス 4路線が国道を運行するとともに、余市町内

に起終点を持つ地域内バスとして余市協会病院線が運行しています。

・余市協会病院線は幹線バス路線等と一部重複しながら大川町及び黒川町を通り余市協会病院に

連絡する路線バスで、幹線バス等が運行する国道と余市協会病院線沿線以外の地域は公共交通

空白地域となっています。

・アンケート調査の結果では概ね町内全域において公共交通の利用が想定されるため、公共交通

空白地域の解消を図る必要があります。

【余市協会病院線は利用者ニーズに合ったものとすることが必要】

・余市協会病院線は余市町内を循環する唯一の路線で、1日 6 便の運行で 100 人前後の利用があ

り、また高齢者等の通院・治療等や買物目的の外出にはなくてはならない公共交通であると考

えられます。

・運行時間帯は通院、買物等の利用目的に対応した 8時台から 17 時台の運行で、通勤・通学利用

に完全に対応しているわけでははいありません。

・今後は効率的な運行が可能な範囲で郊外地域を取り込むことや、利用が少ない区間などにを中

心についてバス路線運行ルートや運行方法を見直し、また輸送の対象となる年齢層や利用目的

及び運行車両の小型化、並びに乗り降りしやすい車両を検討するなど、現在の利用者ニーズに

合った町内公共交通としていく必要があります。

【郊外地域の公共交通の確保が必要】

・余市協会病院線では輸送困難な郊外地域についても、公共交通の利用が想定されるため、この

需要に対してどのような公共交通を確保していくかが課題となります。

【どのような世代、外出目的等を対象とした輸送を実現するのかの設定が必要】

・平成 29年度のアンケート調査から明らかになったこととして、通勤・通学、買物、通院・治療

等及び飲食・趣味活動等においてバス利用は 1割以下で、自家用車による移動が多い状況です。

・このため町内公共交通は、どのような年齢階層、外出目的等に対して公共交通サービスを提供

するのかを設定し、これを実現するためにどのような公共交通を運行していくことが良いかを

考える必要があります。



（２）町内公共交通の方向性

余市町地域公共交通検討委員会分科会の意見等から町内公共交通の方向性を次のとおり定

めます。

【どのような世代を対象とした町内公共交通を運行するのか】

・主に高校生から自動車運転免許証を返納した高齢者までを対象とします。

・余市協会病院線において高齢者が多い状況（6割程度）から、学生や就業者の利用を増やす運
行内容を検討します。

【どのような外出目的を対象とした町内公共交通を運行するのか】

・主に通勤、通学、買物及び通院の外出目的を対象とします。

・余市協会病院線において通院目的の利用が多い状況（4割程度）から、通勤・通学目的の利用
を増やす運行内容を検討します。

【各地域においてどのような町内公共交通を運行するのか】

・余市協会病院線は同線が運行する地域での運行に加え、効率的な運行が可能な範囲で郊外地域

を取り込むことを検討します。

・余市協会病院線での取り込みが難しい郊外地域等については、コミュニティバス、乗合タクシ

ー及び定額タクシーの運行を検討します。

・余市協会病院線と郊外の公共交通との連携により、余市協会病院線の利用者数を確保していき

ます。

【余市協会病院線の運行】

・利用が少ない停留所区間や幹線バスと重複運行する区間において、代替路線を検討します。ま

た紅志高校スクールバスとの一体運行について検討します。

・余市町のまちづくりに配慮して、余市駅周辺に東・西乗継ぎ拠点を配置する案も併せて検討し

ます。

余市協会病院線は、主に高齢者の通院・買物目的の生活交通を確保する上で重要なバス路

線であるため、今後とも運行を維持する必要があるものの、運行開始から 20年程度経過して
おり、住民のニーズに合った運行内容へと見直し、輸送効率を向上させていく必要がある。

輸送効率を向上する方法としては、自動車運転免許返納を促進していくとともに、通院目

的と併せ、余市駅裏東側の地区の買物目的や公共施設へのアクセスに配慮する。新たな運行

収益が期待される黒川町まほろば団地地区等へのアクセスなど通勤・通学利用に対応してい

くことや、公共交通空白地域となっている郊外において新たな公共交通を確保し、これと連

携・接続を図る方向で検討を進める。

余市協会病院線の運行方法は、利用が少ない停留所区間等において代替路線運行ルートの

見直しを検討することで、輸送効率を向上していく。

また余市町のまちづくりに配慮して、余市駅周辺のバス停留所の集約配置や、時間帯によ

って輸送サービスを変えることなどについても検討する。

なお郊外公共交通は、高齢者の買物・通院目的のためにコミュニティバス、乗合タクシー

といった従来の運行方法に加え、定額タクシーの運行を検討する。なお観光目的やレクリェ

ーション目的の送迎方法についても検討が必要である。



（参考：町内公共交通運行の例）

・路線バス、コミュニティバスの運行

：市街地など人口密度が比較的に高い地域の輸送に有効

・乗合タクシーなどデマンド交通の運行

：郊外部など人口密度が比較的に低い地域の輸送に有効

・定額タクシー運賃※による運行

：現在、全国で７社・７地域で実証運行中（10月 1日～12月 21日）。
・コミュニティバス、デマンド交通及び定額タクシーの何れかを選択するか、あるいは連携して

運行するかについて検討が必要です。

※： 運転免許を返納した高齢者の通院、共働き夫婦の子どもの通塾など、各地域の実情に応じた移動ニーズに対し、地域の足

として割安なタクシーサービスを提供する定期券のような運賃を検討し、全国各地へ取組を広げていくための課題や実現可

能性を検証している。

料金は、利用可能区域や利用回数などの条件の範囲内で、一定期間、定額で乗り放題とする等の運賃サービス。

十勝中央観光タクシーでは、乗客が「自宅から病院」など利用経路を申請し、距離に応じた金額を前払いすることで、同

社が 20 回つづりの乗車券を発行。乗客は乗車時に 1枚券をちぎって運転手に渡すことで、申請区間を結ぶタクシーに乗車

できる。料金は申請の距離に応じて変わるが、通常よりも割安になり、また乗車時の金銭のやり取りがなくなることで、乗

客の利便性が高くなる。

運賃の例：通常料金 550 円 → 割引料金 490 円（-60 円）

定額タクシー実証運行（出典：国土交通省 HP）


